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災害医療作戦指令センター（DMOC）
システム─発災ゼロ時からの被災地内
医療情報伝達システム

北九州市立八幡病院
災害医療研修センター （DMEC）センター長
災害医療作戦指令センター（DMOC）センター長

伊藤 重彦
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─ 所詮、被災地外の医療チーム
─ 被災地の知識は、ほとんどない
─ 指示なしの自主活動は、不可能
─ 現地の要請指示がないと動けない
─ 発生直後からの支援は困難

派遣医療チームのジレンマ

必要な情報と指揮・システム次第
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─ 発災ゼロ時から活動開始できる
─ 被災地内の人的医療資源と
─ 被災地内の物的医療支援を
最大限に利用しながら、一定期間
持ちこたえる必要がある

被災地内医療チームの不安

必要な情報と指揮・システム次第
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☞ 発災直後の混乱した時期では、医療
支援に必要な情報収集には限界がある

・被災地内支援活動の善し悪しは
＝現地対策本部のロジスティック
（LOGISTIC）機能のレベル次第
・優秀なチームが、烏合の衆となるか
どうかは、必要な情報があるかどうか
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・関係機関が情報を共有できる通信回路
（情報を分け合うシステム）があること
・的確な指揮下で、指示要請・実施指示
ができること

情報 指揮
�����
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北九州市医師会災害医療救護計画

発災ゼロ時からの対応 ◎支援目的
・災害現場・病院・避難所
◎指揮命令
・インシデントコマンド
システム（ICS）の導入

◎機関連携
・情報共有システムの構築

2016.4月スタート

情報指揮
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危機管理部局・消防
市町村

都道府県
内閣府 災害対策基本法

防災計画

保健衛生・福祉部局
防災計画

自衛隊
警察機関

消防機関

自治会・自治防災 消防団 ボランティア

発災ゼロ時から支援活動情報を共有すべき関係

医師会・医療機関・医療チーム３Ｔｓ
身近な消防機関との連携要救護者・避難所

・活動場所がわかれば、なんとかなる
・支援内容がわかれば、なんとかなる

情
報
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☞発災直後は、情報が混乱している

短長期支援

・災害対策本部
の役割の明確化
・掌握する情報の
整理・分析・共有

発信受信

発災０時から
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─ 活動地域に詳しい
（ 地名を言えば場所が浮かぶ ）
─ 顔が見える関係
（ いざとなれば連絡がとれる ）
─ マンパワーが整えば、自主活動が可能
─ 他の関係機関とは、知らない仲ではない

被災地内において、発災ゼロ時から必要
な情報を管理できる体制があれば・・

（利点）

通信回線さえ確保できれば、連携できる
Kitakyushu City Yahata Hospital©   SHIGEHIKO ITO

どこで、誰が行うのか？

☞医療支援に必要なロジスティック機能

短長期まで

必要な災害情報の収集・分析

発災ゼロ時から

関連機関の情報の処理と共有
被災地内外の医療資源のシフト
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必要情報が収集・処理・分析・共有できる

☞ 適切な規模の医療提供で災害被害
を最小限にするポイント
○ 物的資源：備蓄・物流システム
○ 人的資源：救助・救出・医療者
→ 物的・人的資源のバランス配備

関係する機関の通信回線の確保と情報交換
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災害時に必要な情報

効果的な医療支援には、
判断・決断に役立つ情報がすべて

・Disaster Intelligence
・Disaster Information
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◎災害情報
Disaster Intelligence/Disaster Information

Information
→加工されていない生情報
→見ただけでは行動できないデータ

Intelligence
→意思決定のためにインフォメーション
を加工、分析してえられたもの

→見ただけで行動できるデータ
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・発信者の見たまま・聞いたままの情報
・必要な情報をまとめていない内容

・判断・指示に利用できる情報を聞き出す
・必要な項目に関する発言を誘導できる

Informationの加工

☞ 情報収集力とは、発信者からのInformation 
をIntelligenceに近い形で情報整理できる能力

・迅速な判断と指示の下に、医療支援を行う
Intelligenceに整理
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─ 関係機関で情報共有する回線がない
─ 関係機関の通信手段の互換性がない
─ 関係機関で用いる専門用語が違う
─ 関係機関で災害対応の目的が違う

災害現場・本部指揮系が混乱する理由
・責任者に報告が集中
・担当者に判断・指示する権限がない
・種類の異なる複数の情報を、複数の担当者
がルールなく受信する（処理ミス、処理停滞）

・どの機関の指示情報かわからない（指示ミス）
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☞災害対策・指揮本部
・種々の要請・依頼情報を、確実に処理
・種々の指示・判断情報を、確実に発信

☞情報の《収集・処理・分析》組織は別立てとする
・同じ種類の情報（要請）は、同じスタッフが受信
・同じ種類の情報（指示）は、同じスタッフが発信
→ 情報内容で、受信・発信の担当は固定する
→要請→処理→指示の執行のプロセスの可視化
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どの規模の危機、どの原因で発生した危機で
あっても、ハザードに係なく一元的・包括的
に危機対応できる柔軟性のある組織運営

ICS(Incident Command System)

調整機能
(command)

事案処理
(operation)

情報作戦
(planning)

資源管理
(logistics)

庶務財務
(finance)
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連絡する相手は、いつも同じ

DMOC

医師会 避難所班/JMAT避難所班

拠点病院班 拠点病院 ロジ・事務局
傷病者受入れやベッド確保

避難所への医師・薬剤師派遣

連携する機関・団体
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DMEC/DMOC

◎災害医療研修センター
Disaster Medical Education Center （DMEC）
◎災害医療作戦指令センター
Disaster Medical Operation Center（DMOC）

北九州市医師会災害医療救護計画（H28.4～）

北九州市地域防災計画
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災害医療研修センター（DMEC）設置の経緯
開設：2011年（平成23年）10月
目的：医療情報の一元管理 、医療支援者養成

：被災地内資源による急性期医療支援

☞災害急性期の被災地内医療支援システム
（北九州モデル）の構築

⇒DMOC設置へ続く
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・被災地内関係機関※１の連携
・情報伝達ツールの開発
・災害時医療支援のための連携訓練
・災害発生時の医療支援の運営母体

☞災害急性期の被災地内医療支援システム
（北九州モデル）の構築

※１医師会、薬剤師会、歯科医師会、看護協
会、行政機関（区役所、消防、保健福祉等）
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消防機関災害拠点病院

区役所 等

医療情報ネットワークを活用した医療資源の有効利用

避難所
・市民センター
・学校・公民館 等
モバイル情報端末

医師会・薬剤師会
歯科医師会

各診療所
各保険薬局
各会員等

災害医療研修センター

ふくおか医療情報ネット

○ふくおか医療情報ネット
情報提供

○八幡地区災害情報ネット
情報共有

コーディネート機能
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（北九州モデル：八幡地区多職種チーム連携）

八幡西区

八幡東区

◉
産業医科大学
病院

JCHO九州病院
市立八幡病院

◉ ◉

災害医療研修センターのコーディネート機能

避難所
救護所
薬剤基地
三師会支援チーム

災害拠点病院チーム
災害拠点病院◉

広域災害急性期の避難所支援システム
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○医師・看護職員（診療所）
→巡回診療、外傷治療
○薬剤師
→薬剤の調達（拠点化）
・ジェネリック処方対応
○歯科医師
→口腔ケア、噛み合わせ調整

多職種医療チームによる避難所支援
福岡県○○医師会　　カルテNo.

トリアージ区分 赤 黄 緑
既往歴
高血圧、糖尿病、高脂血症、心臓病、腎臓病、脳梗塞 サイン
癌、精神疾患、認知症、その他
主訴

現病歴

バイタルサイン
時　  分 時　  分 時　　分

JCS
血圧 mmHg
脈拍 回
体温 ℃
SpO2％

処置内容

静脈路確保

膀胱留置カテーテル

胃管チューブ

胸腔ドレナージ

気管内挿管

エコー検査

災害カルテ（見本）

歯科医師氏名：

医　師　氏名：
薬剤師　氏名：

便秘、不眠、生理痛、頭痛、風邪
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(いつから上記のような症状がありますか）

（診察記録）担当医師：

（　　　　　　　）

(該当するものに○を付けて下さい）

年　　月　　日
時　　　　分

処方内容

診療記録

《診療場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
氏名　　　　　　　　　　　　　　男・女　　歳

　　　担当看護師：

フリガナ

生年月日　M・T・S・H　　　　年　　　月　　　日

診療経過
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災害医療研修センターの災害対応組織図

災害医療研修センター (DMEC）
Disaster Medical Education Center

災害医療研修センター 連絡協議会

災害医療作戦指令センター(DMOC）
Disaster Medical Operation Center

北九州DMAT

北九州市医師会災害救急医療本部（本庁内）

市立八幡病院 災害対策委員会・災害対策チーム

北九州地域ロジスティック

災害対応

平時対応

有事
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災害医療作戦指令センター（DMOC）と関係機関の連携

市役所災害対策本部（本部長：市長）
災害救急医療本部（本部長：市医師会会長）

対応調整班 広報班 財務班 物資班 受援班

副本部長 副会長

災害医療作戦指令センター（DMOC）

災害拠点病院班現場班 避難所班 物資班 受援班

調整班
センター長

災害拠点病院班現場班 避難所班 物資 受援班

調整班

支部長
地区医師会災害対策本部

物資 受援班院内班現場班

調整班

支部長
災害拠点病院
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災害医療作戦指令センター（DMOC）

センター長

拠点病院班現場班 避難所班 物資班 受援班

調整班

後方支援
受入れベッド
DMAT派遣

DMAT派遣
ヘリ搬送
救助連携

JMAT救護所支援
薬剤師・看護師
歯科・リハビリ

医療資機材・薬剤
区役所支援
衛生活動

災害現場救急
指令センター

災害拠点病院
救急告示病院

地区医師会
薬剤師会/看護協会

保健所・薬剤師会
市外関係機関

災害救急医療本部へ報告

DPAT/JRAT派遣 / 透析施設搬送
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災害医療作戦指令センター（DMOC）

センター長

拠点病院班現場班 避難所班 物資班 受援班

調整班

後方支援
受入れベッド
DMAT派遣

DMAT派遣
ヘリ搬送
救助連携

JMAT救護所支援
薬剤師・看護師
歯科・リハビリ

医療資機材・薬剤
区役所支援
衛生活動

現場救急
指令センター

災害拠点病院
救急告示病院

地区医師会
薬剤師会/看護協会

保健所・薬剤師会
市外関係機関

情報分析→判断・決裁⇒効果的な医療資源の配分

災害救急医療本部へ報告

判断
指示

判断
指示

判断
指示

判断
指示
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（シナリオ）○○区役所の地域に△×避難所が開設
された。けが人や急病人がいるかもしれない。
医師・看護師等チームに避難所支援を要請する。

・区役所の要望は、どこに連絡しますか
・医療従事者の派遣を、誰が実行しますか
・どうやって、JMAT隊員を組織しますか
・刻々変わる支援場所を誰が伝えますか

要請 →医療支援チームによる△×避難所支援
指示 →組織した医療支援チームの避難所派遣
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区役所

保健衛生部局

医師会

薬剤師会

看護協会消防機関

避難所 拠点病院

このミッションを解決するための関係機関
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出来ていない
連絡網・連携

区役所 医師会

薬剤師会

看護協会

避難所

このミッションを解決するための関係図

会員

会員

会員

市町村
保健福祉

都道府県
行政本部 DMAT 拠点病院

住 民

JMAT
支援

・避難所の場所は誰が教えてくれるの⇒役所から
・三師会の会員への連絡網は大丈夫 ⇒？
・JMATは誰が、いつ組織するの？ ⇒？
・どこに集合すればいいの ⇒保健所？医師会？
・急病人がでたら、直接救急車を呼ぶのか？

時間が掛かる

時間は短い

？
？

？

？

？
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区役所→DMOCの避難所班

薬剤師会

このミッションをDMOCが解決する手順１

避難所班
地区医師会へ集合

医師会
薬剤師会
看護協会

会員へ発信

DMOC
避難所情報

避難所

JMAT
組織

地区の
医師会
（本部）

医師会員 ⇒○○医師会へ集合
薬剤師会員 ⇒○○医師会へ集合
職員（ロジ）⇒○○医師会へ集合
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区役所→DMOCの避難所班

薬剤師会

避難所

このミッションをDMOCが解決する手順１

避難所班
地区医師会へ集合

医師会
薬剤師会
看護協会

会員へ発信 地区の
医師会
（本部）

DMOC
避難所情報

JMAT
組織

JMAT
避難所で急病人が発生

拠点病院班
現場班

調整班 受入れ選定
救急車出動
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区役所→DMOCの避難所班

薬剤師会
消防機関

避難所

このミッションをDMOCが解決する手順１

特殊な医療材料が必要
人工呼吸器の不備
酸素不足・透析医療
精神・障害者対応

避難所班
地区医師会へ集合

医師会
薬剤師会
看護協会

会員へ発信 地区の
医師会
（本部）

DMOC

JMAT
組織

？ JMAT

避難所情報
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区役所→DMOC→調整班

薬剤師会

避難所

ミッションが複雑になれば、DMOC調整班が対応

医師会

医療需要
受入れ照会

避難所班
地区医師会へ集合

医師会
医師会
看護協会

会員へ発信 地区の
医師会

DMOC

拠点病院
班

現場班

調整班
救急
出動

受入れ
要請

JMAT DMAT物資・受援

医療機器
メーカー

避難所班

薬剤
看護

DPAT 保健衛生薬剤調達 備品調達
Kitakyushu City Yahata Hospital©   SHIGEHIKO ITO

災害医療作戦指令センター（DMOC）レイアウト
�����

ホ
ワ
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│
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
│
ド

プロジェクター
災害拠点
病院班

現場班

調整班

避難所班 物資受援班

※災害の種類、規模により対応する班を順次設置していく

センター長


